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子供たちの夢と学びのふるさと「深谷」の地にあって、人々の根底に流れているもの、それは「立志（夢とこころざし）」と「忠
恕（まごころと思いやり）」の精神です。これは、今年７月３日に新一万円札の肖像となります、郷土の偉人渋沢栄一翁が
生涯貫いた生き方そのものであり、その心を受け継いだ教育を深谷市の各園及び学校等で進めています。
『立志と忠恕の深谷教育』 この理念は、この深谷の地に根差し、これからも変わらず、大切にしていくべき不易なもので
あると考えます。ゆえに、深谷市教育委員会では、この根本理念を常に心に留めながら、様々な教育活動を全面的に展
開してまいります。

具体的には、目指す子供像に近づける「深谷の子６つの誓い」の取組を進めてまいります。
『立志の精神』として３項目、『忠恕の心』として３項目（※詳しくは裏面をご覧ください） あわせて６つの項目を子供たちが
「誓い」として立て、日々実践していく行動目標として、子供たちの夢やこころざし、まごころや思いやりを育む教育を推進して
まいります。

また、昨年度策定した「第３期深谷市教育振興基本計画」において、『立志と忠恕の深谷教育』の実現に向けて「夢・
志と生きる力」「共生と支え合い」「生涯の学びと活躍」の３つの視点を柱としております。全ての子供たちの「生きる力」を育
むとともに、全ての人が社会の担い手として、一人一人が自己肯定感を高めながら生涯にわたって活躍できる社会の実現
を目指し、この計画を学校、家庭、地域と連携・協働し、着実に推進してまいります。

深谷教育の目指すもの ～立志と忠恕の深谷教育～ 深谷市教育委員会
教育長 片桐 雅之

～ みんなで歓びを分かち合おう ～祝７月３日
新一万円札
発行 いよいよ７月３日には、渋沢栄一翁肖像の新一万円札が発行されます。まさに一生に一度ある

かないかという、とてもうれしい瞬間を迎えようとしています。
市立各幼稚園や小・中学校では、この７月３日を中心に、栄一翁に学びひたる教育活動を行い、みんなで新札発行

の歓びを分かち合おうと計画しているところです。ぜひ、学校の取組とともに、家庭、地域全体でも歓び
を分かち合っていただきたいと思います。
深谷市教育委員会では、今後も、郷土の偉人 渋沢栄一翁の生き方を学び、ふる

さとを愛し、夢をもち志高く生きる子供たちの育成を一層推進していきます。

各幼稚園、小・中学校で計画している取組例

栄一翁に関する講話・授業 立志と忠恕の思いを綴る

渋 沢 栄 一 翁 給 食

➡ 深谷から大海原を越えて「パリ
使節団」として、学びを深めた
栄一翁をイメージした特別給食

栄一翁に関わる交流活動

～ みんながうれしい新一万円札誕生の日 渋沢栄一翁生誕の地深谷にみんなの歓びの声を響かせましょう～

【渋沢栄一翁特別給食】
★ ソフトフランスパン ★ 牛乳
★ 鶏肉のコンフィ ★ ６つの誓いサラダ
★ 森と海のポタージュ

【校長講話・くす玉開き】
☆ 渋沢栄一翁の足跡を
をたどる校長講話

☆ 新札発行を祝うくす玉開き
➡ 市立幼稚園、

小・中学校
全校で実施

【立志と忠恕の
七夕飾り】

☆ 立志や忠恕に
かかわる願い
を短冊に書き
表す

【他地域とのオンライン交流】

★ 「青い目の人形」を
持っている学校と交流

★ 福沢諭吉翁
ゆかりの地
と交流

などを予定。

【栄一翁に学ぶ授業】
☆「こころざし読本」や
「栄一翁かるた」
を使った学習

【「栄一翁 みらい宣言」への応募】 ☆ 「立志」や
「忠恕」に関する思い
を作文に綴る

私の夢・目標・こころざし

自分磨き・努力していること

著名人の生き方から学んだこと

身近な人や周囲への感謝・ありがとうの思い

まごころをこめて取り組んでいること

大切な人やものを思う気持ち



を活用したルールづくりを！

～ スマホやインターネット等の使い方について、家庭でくり返し話し合いましょう ～

深谷市では、平成26年度に作成し、これまで活用してきたインターネット使用
のルール「安心ふっかネット」を令和６年４月、新たに「立志と忠恕の安心ふっか
ネット」として改訂しました。

ネット利用状況の変化・後を絶たないトラブル等なぜ、改訂したのか？

「立志と忠恕の安心ふっかネット」活用の特長何が変わったのか？

資料のダウンロードはこちらから

現在の子供たちのネット利用の現状から、個々の児童生徒の実情に合ったルール
をつくることが必要であると捉え、令和5年度から改訂を進めてきました。

児童生徒がネット利用を自分のこととして捉え、安全かつ効果的に利用する方法を
考えるために、次の点に重点を置いた「安心ふっかネット」になっています。

「活用の手引き」を参考に「ルールづくり」を行うにあたって

① 児童生徒が自分自身で考え、自分に合ったルールづくりをすること。

② 家庭で話し合って保護者とともにルールづくりをすること。

③ 渋沢栄一翁の精神を受け継ぎ、「立志」「忠恕」「支え合い」の３つの視点から

ルールづくりをすること。

各家庭において、ルールづくりやその見届け等を効果的に行えるように、「活用の
手引き」も作成しました。以下のQRコードから資料のダウンロードができますので、
ご参照の上、スマホやネットの利用について、家庭でくり返し話し合ってください。
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「立志と忠恕の安心ふっかネット」
【活用の手引き】

「立志と忠恕の安心ふっかネット」
【小学４年生～中学３年生用】

「立志と忠恕の安心ふっかネット」
【小学１年生～小学３年生用】

受け継ごう 栄一翁の心！ みんなで取り組む

立志と忠恕の深谷教育 ～ふるさとを愛し、夢をもち志高く生きる～

平成２７年５月に、深谷市のめざす子供像「夢とこころざしをもち、まごころと思いやりのある深谷の子」 の

育成につながる行動目標として、「立志の精神（夢とこころざし）」で３項目、「忠恕の心（まごころと思いやり）」で３項目
をかかげた「深谷の子『６つの誓い』」を作りました。この６つの行動目標は、深谷の子供たちがこれから生きていく中
で必ず身につけてほしいものとなっています。

今年度は新たに深谷市出身アスリートの中日ドラゴンズで活躍する『清水達也選手からのビデオメッセージ』動画を
作成し、朝会、集会や道徳、学活の授業等で活用しているところです。
ぜひご家庭でも日々の生活の中で「６つの誓い」を意識した生活ができるよう、ご支援ご協力をよろしくお願いします。

「夢」や「こころざし」を
もつことについて

「心のこもった言葉」を使うこと
について

深谷市出身のプロ野球選手

から深谷の小中学生へ

「挑戦・体験」を繰り返していく
ことについて

朝会や集会で
学校長が児童生徒に講話する際に活
用。各教室では、子供たちが目標をもつ
ことの大切さについて意見交流。

児童・生徒集会等の中で活用。深谷
市出身アスリートの人生を劇にして表現
したり、事前に行った６つの誓いアン
ケート結果を示し、課題となっていること
を提示。

道徳の授業で
「希望と勇気、克己と強い意志」や
「よりよく生きる喜び」等について考
える授業の導入やまとめで活用。

岡部西小学校

学活の授業で
「自分の成長」や「キャリア形成・
自己実現」について考える授業の
導入やまとめで活用。
藤沢小学校

立志の精神 忠恕の心
・私は、夢に向かって努力します。 ・私は、すすんであいさつをします。
・私は、毎日勉強します。 ・私は、脱いだくつをそろえます。
・私は、たくさん挑戦、体験します。 ・私は、心のこもったことばをつかいます。


